
2025 年 3 月 31 日

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知㆑ ・能力向ୖ にಀ る実施状況報告書

事業所名 株式会社SANCYO　TANOSHIKA CREATIVE諏訪野町 事業所番号 4012702355

住　所 福岡県久留米市諏訪野町1-22
ワカナセントラルプレイス5F 管理者名 小村千尋

電話番号 0942-80-6216 対象年度 令和6年度

利用者の知㆑・能力向ୖに ಀる 実施概要

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

・日程　令和7年　3月10日（月）10᫬ ～11᫬

・場所　TANOSHIKA　CREATIVE諏訪野町

・ㅮ ⩏ 䛂 自ᕫ 理解、自ศ のことを知䜝 䛖 䛃

・ㅮ ⩏ 者　ྜ ྠ 会社　㻰 㼣 㼑 㼕 㼘 㼐 　௦ ⾲ 　ᐑ 本Ꮥ அ 　Ặ

・ཧ ຍ 者　⫋ ဨ 7名　利用者名31名

＜目的＞

利用者の知㆑ ・能力向ୖ にಀ る実施の䛽 らい：自ᕫ 理解を῝ めることで、自
ศ の≉ ᛶ や強䜏 、ᙅ 䜏 、価್ ほ 、⾜ 動䝟 ターンなどを理解し、自ᕫ をᐈ ほ ど
できるよ䛖 になることを目的としている。

利用者にとっての䝯 䝸 ット：自ᕫ ⫯ ᐃ 感の向ୖ や୙ Ᏻ やストレスの㍍ ῶ にな
り、䝰 チ䝧 ー䝅 䝵 ンの⥔ 持や向ୖ となる。自ศ にྜ った一⯡ 就労や䜻 䝱 䝸 䜰 䝟
スを見つけやすくなっていく。

＜成果＞

実施した結果得られた成果：
自ᕫ 理解を῝ めることで、自信が持てるよ䛖 になり、よりⰋ いỴ 断ができ、ே
㛫 㛵 ಀ もⰋ くなっていく。 そして、ストレスにも強くなり、成㛗 の機会もቑ 䛘 、
今後、一⯡ 就労䜈 チ䝱 レン䝆 していくことが出来ていく。

連携先の企業や事業所等の意見または評価

䛄 自ᕫ 理解䛅 がな䛬 ᚲ 要なの䛛 、䛄 自ศ を知る䛅 とはど䛖 い䛖 意࿡ なの䛛 を利用者、⫋ ဨ と共に学䜃 とẼ 䛵 きの᫬ 㛫 とし
てカ䝸 䜻 䝳 ラ䝮 を実施。自ศ 自㌟ の生きやすさや働きやすさを作る䛖 䛘 でも自ᕫ 理解とは他者理解であるとい䛖 こと、
自ศを 知ってもらいたいのであれば他者を知ることでそれ䛮 れのど Ⅼ で⪃ 䛘 ることがᚲ 要であることを共に⪃ 䛘 る᫬
㛫と して取り組ませていただきました。カ䝸 䜻 䝳 ラ䝮 は䛄 実施すること䛅 が目的ではなくその後の支援の䜻 ッカ䜿 として
活用してもらいたい。また利用者に対してカ䝸 䜻 䝳 ラ䝮 を⾜ 䛖 目的の共᭷ を⾜ 䛖 ことでよりຠ 果を生䜏 出すので丁寧に
事๓‽ ഛ を⾜ 䛖 よ䛖 に意㆑ してもらいたい。

連携先企業（担当者） ྜ ྠ 会社㻰 㼣 㼑 㼕 㼘 㼐 （ᐑ 本 Ꮥ அ ）

利用者䛛ら の意見・評価

ཧ ຍ した利用者䛛 らの意見・評価
実㊶ していく事は、⡆ ༢ なことではないのですが生き䛵 らさを感じた᫬ にお話をᛮ い出したいとᛮ いますしᐙ ᪘ にもᑡ しずつでもఏ 䛘 るこ
とが出来たらいい䛛 自ศ 自㌟ ᣺ ㏉ り、ど䛖 すればᚰ が㍍ くなる生き方ができる䛛 ⪃ 䛘 ていきたいとᛮ います。自ᕫ 理解䠙 自ศ 自㌟ をᩚ
理することとい䛖 ことに⣡ 得が出来ました。今までは自ᕫ 理解は自ศ のᛶ ᱁ やẼ 持ちを᥀ りୗ 䛢 て知っていくとᛮ っていたので、᫬ 㛫 を
䛛 けて向きྜ ってきましたが、もっと⡆ ༢ に自ศ 自㌟ の状況をᩚ 理すること䛛 らጞ めたらいいと知れてⰋ 䛛 ったです。



2025 年 3 月 31 日

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 株式会社SANCYO　TANOSHIKA CREATIVE諏訪野町 事業所番号 4012702355

住　所 福岡県久留米市諏訪野町1-22
ワカナセントラルプレイス5F 管理者名 小村千尋

電話番号 0942-80-6216 対象年度 令和6年度

地域連携活動の概要

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞
・活動場所：RAPAS（施設外就労先） 

・実施日程：令和6年4月～ 

・実施した生産活動・施設外就労の概要 
　　データ入力作業、データ確認作業・営業レター確認作業
　　レター封入作業、封緘作業

・利用者数：毎日14～20名にて 

＜目的＞
地域で働くことで相互理解を持って、共に働き共に学ぶことが出来る。施設
外での作業に従事することで、環境の変化の経験や外部とのつながりを得
ることで、刺激にもつながっていく。

＜成果＞
施設内の業務以外も経験することで、本来施設内ではできない経験につな
がっていく。
営業レターの確認作業の中で、確認方法の工夫であったり、書き手によって
変わる癖などをチェックしていくことで、柔軟な判断を求められる。
そのため臨機応変なチェックや判断が苦手な方もチェックに携わることで練
習することができています。
データの確認作業などは、責任を持って取り組むことで、失敗や成功が蓄積
されて自信につながっていく。
施設内であれば専門的な作業が多いが、従事することが難しい方にも作業
に取り組むことで、働いている実感を得ることができる。

【　作　業　風　景　】

連携先の企業等の意見または評価

連携した結果に対する意見または評価

手紙の検品業務をお願いして2年ほど経ちます。本年度も昨年度と変わらずとても丁寧にミスなくお仕事して
いただいており、弊社としても大変感謝しております。貴施設は他事業所に比べ手紙の検品対応可能通数が
多いため、今後とも本業務を継続的にお引き受けいただけますと幸甚でございます。

今後の連携強化に向けた課題

現在はデータ入力のお仕事の方は一旦中断している状況でございますが、今後も弊社としてはデータ入力業
務のお仕事の方お引き続きご依頼させていただきたいと存じておりますので、再開の目途等ございましたらお
知らせ頂けますと幸いです。

連携先企業名 株式会社RAPAS 担当者名 伊藤




